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１９９５年も残すところあと少しとなりました。

今年は１月の阪神・淡路大震災をはじめとし

て、人々の記憶に深く刻まれ、そして歴史に

残るであろうさまざまな出来事があった年で

した。何でもない日々の大切さ、それを守る

ことの大変さを思い知らされた気がします。

一年の終わりに、木枯しとともに『病院図

書室』１５巻４号をお届けします。

普段仕事をしていて困った時に思うのは、

「こんな時、他の図書室ではどう対処してい

るんだろう」ということです。今年から編集

部員となりましたので、編集委員会に参加し

た折に日頃の疑問を先輩方に相談すると、い

ろいろ適切なアドバイスをいただくことがで

きました。私は偶々このような機会に恵まれ

ましたが、一人で悩まれている担当者の方も

いらっしゃるのではないでしょうか。

図書館員同士の交流を深めることは、図書

室の充実のためにも必要だと思います。しか

し、現実にはそれぞれの事情から困難な場合

も多いようです。それ故、この『病院図書

室』は、もっともっと会員間の橋渡しになっ

ていかなければと強く感じています。

これからも皆さんのご協力をお願いいたし

ます。 （熊井亜由美）
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